
 2018年度 第 2回 アセスメントテスト  電磁気学  
注意事項：                             2018年 11月 19日 

解答では計算過程を示しておき，答えには単位も記入しておくこと．真空中の誘電率は0，真空中の透磁率0とする． 

[1]  図のように，真空中の xy平面上の点(-a, 0)に電気量–Q [C]，

点(a, 0)に電気量+Q [C]の点電荷が置かれている．電気量+1C を

次の点 A(2a, 0), 点 O(0,0), 点 B(0, a) にそれぞれ置いたとき，

それぞれの点での電界の大きさ EA, E0, EBを求め，各点に働く

力 FA, F0, FBの方向（図中に示せ）を求めよ． 

解答欄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[2]  真空中に r [m] 離れた十分長い 2本の直流導線 A, B に，電

流 I1 [A]，I2 [A]が逆向きに流れている．A, B それぞれの単位長

さ l [m] の部分が受ける力の大きさ F [N] を求め，その向きを

図中に示せ．  

解答欄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[3]  内径，外径がそれぞれ a, b ( a < b ) [m]の導体球間に比誘電率

rの誘電体を詰めた．内球の表面に+Q [C] の電荷を一様に分布

させたとき，半径 r [m]（ただし，a < r < b）の球面上での電界

強度E，内外導体球間の電位差Vab および静電容量Cを求めよ．

ただし，外球は接地しているとする． 

解答欄  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[4]  導体板の面積が S [m2]，間隔が d [m]，導体板間に比誘電率 

の誘電体が挿入された平行板コンデンサに電圧 V [V]を加えた

とき，①静電容量 C，②静電エネルギー U，③静電エネルギ

ー密度 u および④導体板表面に働く単位面積あたりの静電力 

f の大きさを求めよ． 

解答欄  

① C ＝ 

 

② U ＝ 

 

③ u ＝ 

 

④ f ＝ 

 

 

 

 [5]  静電界・静磁界の公式に関する次の空所を埋めよ． 

 

●クーロンの法則（帯電体間の力） ●クーロンの法則（磁極間の力） 
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●電界中の帯電体に作用する力 ●磁界中の磁極に作用する力 

 

EF q    HF m  

 

●電束密度と分極   ●磁束密度と磁化 
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●ガウスの法則（積分形）  ●ガウスの法則（積分形） 
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●ガウスの法則（微分形）  ●ガウスの法則（微分形） 

 

D div    0B div  

 

解答欄  
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2018年度 第 2回 アセスメント・テスト 電気数学（電卓使用不可）50点 

𝑥, 𝑦, 𝑧軸方向の単位ベクトルをそれぞれ𝒊, 𝒋, 𝒌とし、虚数単位を jで表す。解答は解答欄に記入すること。 

1. 次の式で定義されるもの、および公式について、簡潔な式

で表せ。 

(a) lim
∆𝑥→0

𝑓(𝑥+∆𝑥)−𝑓(𝑥)

∆𝑥
     (b) 

𝜕𝑓(𝑥,𝑦)

𝜕𝑥
𝑑𝑥 +

𝜕𝑓(𝑥,𝑦)

𝜕𝑦
𝑑𝑦 

(c) オイラーの公式

2. 以下の微分および偏微分を計算せよ。𝑎, 𝑏は定数とする。 

(a) 
𝑑

𝑑𝑥
cos(𝑎𝑥) (b) 

𝜕

𝜕𝑥
𝑥𝑒−𝑎𝑥2

  (c)
𝜕

𝜕𝑥
log (𝑥2 + 𝑦2)  

3.スカラー場𝜙およびベクトル場𝑨が

𝜙(𝑥, 𝑦, 𝑧) = 2𝑥2 − 3𝑦𝑧 

𝑨(𝑥, 𝑦, 𝑧) = 2𝑥𝑦𝑎𝒊 + 3𝑥2𝑦𝒋 + 3𝑦𝑧2𝒌  

のように与えられるとき、以下の量を求めよ。 

(a) 𝑔𝑟𝑎𝑑 ϕ   (b) 𝑑𝑖𝑣 𝐀 (c) 𝑟𝑜𝑡 𝐀

4. 次の定積分の値を求めよ。

(a)∫ (2𝑥 + 1)31

−1
 (b) √

1

2𝜋
∫ sin2𝑥

𝜋

−𝜋
𝑑𝑥  (c) ∫ 5𝑒−2𝑥∞

0
 

5. 次の複素数の計算を行い𝑎 + 𝑗𝑏と𝑟∠𝜃の形式で示せ。

(a) 2 (cos
𝜋

3
+ 𝑗 sin

𝜋

3
) × (cos

𝜋

6
+ 𝑗 sin

𝜋

6
) 

(b) (1 + 𝑗√3)
4

(c) {2∠
𝜋

6
} {3∠ (−

𝜋

2
)} 

6. 𝑥軸上を運動する車の速度𝑣が下のグラフのような変化を

した（𝑥軸正の向きの速度を正とする）。時刻𝑡 = 0[s]におい

て車が𝑥 = 0[m]の位置にあるとき、時刻𝑡 における車の位置

を表すグラフの概形を解答欄のグラフに描け。ただし、速度

𝑣と位置𝑥の関係は

𝑣 =
𝑑𝑥

𝑑𝑡

で表される。 

7. 𝑥𝑦𝑧空間において積分面𝑆を𝑥 = 1, 0 ≤ 𝑦 ≤ 1, 0 ≤ 𝑧 ≤ 1

の領域とする。ベクトル場 𝑨(𝑥, 𝑦, 𝑧) = 3𝑥𝑧𝒊 − 𝑦2𝒋 + 2𝑦𝑧𝒌の

法線面積分∫ 𝑨 ∙ 𝑑𝑺
𝑆

を求めよ。ただし𝑑𝑺は𝑥軸正方向向きと

する。 

解答欄 
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